
【はじめに】日本臨床衛生検査技師会では，毎年，全国規

模の「日臨技臨床検査精度管理調査」において輸血検査部

門の精度管理調査とアンケート形式による実態調査を実施

している．本発表では，実態調査の結果を報告する．

【結果】2,785 の参加施設対象に実態調査を行い,2,337施

設より回答が得られた(回答率 85％)．不規則抗体スクリー

ニングで Di(a+)赤血球試薬の未使用施設は 92施設(4.0％）

,試験管法での間接抗グロブリン試験に必須である IgG感

作赤血球の使用については不規則抗体スクリーニングで

71施設(5.7％),交差適合試験で 99施設(6.4％)が一部使用

もしくは未使用であり,試験管法による間接抗グロブリン

試験の反応増強剤に重合ウシアルブミンを使用している施

設は 42施設(1.9％)であった．また，コンピュータクロス

マッチの実施率は約 129施設(5.7％)と微増した．今年度

は輸血関連情報カード(不規則抗体カード)と内部精度管理

に関する実態調査を行った．輸血関連情報カードについて

は，認知度 82.5%，発行施設 15.6%であり,規模の大きい施

設ほどカードの認知度および発行割合が高く,他院発行カ

ードの取扱いについては，対応を取り決めている施設が

15.2％に対し,持参患者の来院があった施設が 17.4％であ

り,対応を決めていない医療機関にカードが持ち込まれて

いる事例もあることがわかった．内部精度管理については,自

動機器での実施率が約 90％と高い一方,試験管法での実施

率が 50％以下である現状が明らかとなった．

【考察・結語】正しい検査結果を得るためには，GLに沿っ

た輸血検査試薬の使用や検査手順を遵守しなければならな

い．加えて，検査精度を保証するためには使用試薬および

検査機器の内部精度管理が必要不可欠である．今後は実態

調査の結果で実施率が低かった試験管法における内部精度

管理の改善が課題である．また，輸血情報カードについて

は，運用している施設はまだ少数であるが，今後どのよう

に推移するか調査を続けていく予定である．
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～実態調査より～
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